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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

	
 
平成２１年度に開発を行った「プロジェクトリプレイヤ」には、開発者に負担を掛ける
ことなくソフトウェア開発プロジェクトの可視化に必要な定量データを自動収集する機
能が備わっていた。平成２２年度は、この機能を引き継ぎつつ新たな視点でソフトウェ
ア開発プロジェクトを可視化するツール「IZMI」を開発した。IZMIは、成果物（開発リ
ポジトリに登録されているファイル群）とプロジェクトメンバーである各開発者の関連
を時系列に沿ってグラフィカルに表示するツールである。例えば、特定のソフトウェア
モジュールを中心的に編集している開発者は誰か、あるいは活発に開発を行っている開
発者は誰かといった情報を俯瞰することができる。ソフトウェア開発プロジェクトでは
、あるソフトウェアモジュールを担当していた開発者が突如として別のチームへ移動す
るといったケースが少なくなく、「誰が、いつ、何を担当していたか」といった情報を
自動収集することは困難であった。IZMIはこれらの情報を、成果物の編集頻度を色の濃
淡で表し、縦軸を開発者と成果物、横軸を時間とすることで表現した。当初予定してい
たウェブアプリケーション化は未達であったが、IZMIの新規性・有用性への評価は非常
に高く、コンピュータサイエンスを扱う国内論文誌への採録が決定した。またIZMI、お
よびプロジェクトリプレイヤは等研究の成果として、提供希望者に対してサンプルデー
タと共に配布を行っている。	
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11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
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